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多度中学校 間伐体験学習 活動報告書 

作成 櫻井龍彦  2012 年 5 月 24 日(木) 

1. 開催場所 ：桑名市多度山 ポケットパーク駐車場上 

2. 開催日  ：事前説明 2012 年 5 月 21 日（月） 14：05～15:05 

        間伐体験学習     23 日（火） 8：30～15：30 

3. 参加会員：蒲田、松永、瀧口邦、瀧口あ、小坂、大石、清水、岡島、櫻井 

     多度中学 1年生：120 名(全員)（8 班/クラス、4クラス/1 年生） 

4. 内容 

(1) 今年は、昨年度より 1ヶ月遅く実施することになった。 

21 日に、中学校に出向き、清水会員が全生徒を前に森林の現状や伐倒方法などを事前説明した。 

(2) 到着後、ヘルメットとノコギリを着け山に入った。まず、各班ごとに荒廃した人工林の現状

を説明し、閉塞した樹幹やむき出しになり石コロの多い山肌を実感してもらった。 

(3) 次に、受口の切り方などを説明し、交代で伐り始めたものの、ノコギリが始めてという生徒が

ほとんどで特に受口の斜め切りに苦労した。 

ロープを引いてもなかなか倒れなかったが、倒れたときには歓声が起こった。 

(4) 各班 2本くらい伐倒し、玉切った丸太の皮を履いたり、先端をツリーにして楽しんだ。丸太を

手分けして運び下ろし、夏休みの工作でベンチを作りに使用する予定である。 

間伐後、樹幹を見るとポッカリ空き、地面には光が差し込んできたことを確認してもらった。

この後、下草が生え｢健全な森林｣になっていくことを｢光 土 水 風｣にそって説明した。 

5．当日の写真 

        

                                     


